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Ⅰ各団体における取り組みの実施状況について 

 

【保健・医療関係】 

■熊本市医師会 

（１）医師会員に対して通年行われている「学術アーベント」や「リフレッシュコース」

等の講演会において、医師会員への啓発を継続する。 

 

（２）毎年行われてきた熊本市の委託事業「熊本市民健康フェスティバル」は、熊本地

震後中断しているが、「健康教育講座」、本会のテレビ広報番組「ＴＫＵ医療大

百科」において、性感染症やエイズに関する情報提供を継続して行う。 

 

（３）本会広報誌「森都医報」に本会議の報告記事を掲載し（2017 年 6 月号）、エイ

ズ・ＳＴＤ診療の重要性を喚起した。 ※P２参照 

 

 

■熊本市歯科医師会 

（１）会議出席後、本会理事会に会議報告を提出。※P３参照 

（２）毎月発行の会員への「かわら版」にて診療時の注意喚起。 

 

 

■熊本県看護協会 

（１）今年度実施の性教育「出前講座」 

    熊本県看護協会では熊本県全域を対象に小・中・高校向け「性教育出前授業」

を実施しているが、今年度、熊本市内の学校からの依頼はなかった 

   「今年度実施先」 

    小学校： １校 

    中学校：13校    計 19 校（20回実施：同じ学校で学年別に２度実施） 

     高 校： 5校 

 

（２）熊本県性教育研究会定例会出席 

   ２月９日開催 九州ブロック性教育研究大会に運営委員として参加 

 

（３）１２月 世界エイズデーにはポスター等掲示し、啓発活動実施 
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〔熊本市医師会：森都医報 6月号〕 
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〔熊本市歯科医師会 会議報告〕 
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■熊本県栄養士会 

（１）役員会での会議内容報告 

（２）12/1 世界エイズデーポスターの勤務先掲示板へのポスター掲示 

（３）2/17 栄養士研修会でのパネル展示 およびパンフレットの配布 

 

※（３）について 

 平成 30年 2月 17 日 熊本市地域事業部・福祉事業部合同研修会が開催され、研修会

参加舎約 110 名に対してパネル展示を行いました。 

 研修会の冒頭に熊本市地域事業部でのエイズ総合対策推進活動としてパネル展示を

していること、パンフレットの配布について説明を行いました。   
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【教育・青少年団体】 

■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

（1）２回参加して、こんなに医療関係それに対する対策がこんなにすすんでいる事が

よくわかり恥ずかしい思いです。もう一回初心に顧り啓発キャンペーンの取り組み

を進めたい 

（2）一般の病気(肝臓、糖尿、癌等)の検診のような検査が、出来ればいいですね。 

 

 

■熊本県高等学校保健会 

（１）熊本市地区養護教諭部会にて、平成２９年度エイズ総合対策推進会議の報告を行

った。また、熊本市保健所感染症対策課泉様にもご出席いただき、市保健所の取り

組みの案内や感染症の現状報告をしていただいた。 

 

（２）エイズ・性感染症予防啓発ポスター等の掲示を各校で行っている。 

 

（３）各校で行う保健講話（性教育講演会）等で医師等を招いての講演を通して、エイ

ズ・性感染症等についても触れていただいた。また、熊本市の出前講座を活用して

講師に来ていただいた学校もある。 

 

（４）文化祭での取り組み（市保健所の協力により） 

・エイズデーキャンペーンの実施と大学生によるピアエデュケーション 

 ・巡回パネル展 等 
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【人権擁護関係】 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

民生委員個人、各単住民児協、各区の民児協などの立場で、エイズ、性感染症対策に 

かかわる行事、研修会等に参加する事はあると思いますが、市民児協独自の企画による 

取り組みは行っていません。 

活動の対象が高齢者中心となってしまう現状の中で取り組みが難しい面もあるので

すが、他方児童委員という立場から考えれば、何らかの取り組みを考えていくことも必

要とは思います。今後の課題として検討していきたいと思います。 

 

 

 

【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

さまざまな機会を捉えて、エイズの実態や野望のための新聞報道を続けている。 

またエイズ治療の進展についても紹介している。 

 

 

 

（熊本日日新聞：朝刊、掲載日：2017/02/08、面名：四社 ページ：022） 
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（熊本日日新聞：夕刊、掲載日：2017/08/16、面名：シニア ページ：005） 

 

（熊本日日新聞：朝刊、掲載日：2017/08/23、面名：二社 ページ：026） 
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【ボランティア団体関係】 

■熊本市食生活改善推進員協議会 

（１）熊本市食生活改善推進員協議会、理事会にて会議の報告。 

（２）配布頂いたポスター提示とチラシ配布の協力。 

（３）熊本市で行われている出前講座より｢エイズに関する｣題材を取り入れてもらえる

よう協力の依頼。 

 

 

■Safety Blanket （詳細は、別冊２で紹介しています） 

（１）今年度活動 

２９年度は、連絡会や担当者間のミーティングを重ねながら、勉強会兼交流会の開

催を軸に取り組みを行った。（連絡会４回、勉強会２回、茶話会４回、他ＳＮＳ等を

活用した打合せ等） 

  また、今後、若い世代を対象とした新しい取り組みとしてインスタグラムなどＳＮ

Ｓを活用した啓発を行うための準備を行った。 

 

（２）来年度活動 

引き続き、熊本市内外の保健所や熊本大学医学部附属病院と連携し協力いただき、

啓発活動や勉強会の実施を行っていく。 

エイズに関する人々の関心や医療の現場もどんどんと変換しているので、いま、届

く啓発は何なのかを考えながら柔軟な活動をしていきます。 

新しく予定しているものとしては、SNS のインスタグラムを利用しての啓発活動、

情報の発信を計画しています。 

若年層や、今まで関心をもっていなかった層へのアプローチとして活かしていけれ

ばと考えています。 

 

 

 

Ⅱ 各委員からのご意見 

 

ご意見なし 


